






































研究発表 古里 靖彦（本学教授），神部 順子（本学教授）






































総 合 司 会：松村 豊子（情報文化学科長，本学教授）
広岡勲先生が今年度から語学教育研究所のメンバーとして加わった。広岡先生は，2014年1月には，
現在ニューヨーク・ヤンキースで活躍している田中将大投手を本学に招聘しシンポジウムを企画・運営
された。その縁から，今回は，田中投手の通訳を担当している堀江慎吾氏を招聘することができた。堀
江氏は，慶応義塾大学を卒業し，ブリジストンを経てNHKに勤務，NHKでの仕事を通じてニューヨー
ク・ヤンキース球団通訳へと転身した。
スポーツビジネス研究所ならびに駒木学習センターの協力を得て，当日は主催者側の予想をはるかに
上回る，約170名（学生100名，近隣住民や報道関係者70名）来場者があった。初めに基調講演とし
て堀江氏が，ニューヨーク・ヤンキースの通訳としての体験や通訳の仕事の内実について講話を行った。
その後，トークセッションという形式で，パネリストの広岡・海老澤を加えて，田中投手のアメリカで
の生活，異文化での仕事の苦労，通訳という仕事の特質など多岐に渡った内容でトークを行い，それに
ついてのフロアからの質問に対する応答や交流があり盛会の内に終了した。
語学学習という視点からではなく，言語を使った職業という新しい視点から語学の必要性や可能性を
提示できた。また，本学学生たちの語学学習の動機づけ，海外への視野の拡大といった，当初のセミナー
の目標も達成できた。来場者には，セミナーに関するアンケート用紙を配布し，多数の回答を得ている。
セミナーの詳しい内容ならびにアンケートの集計と分析については，次号の『LanguageEducation』
14号に掲載する予定である。
言語を媒介にして，人生の新たな地平が開けるようなトピックやテーマで次年度もセミナーを開催す
る予定である。
